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近年、脳の様式を情報処理に適用することで、従来のコンピュータでは実現が難しかった認識

や判断などの複雑なタスクを効率的に処理することを目指した「人工知能」「脳型情報処理」など

と呼ばれる分野が活況を呈している。ディープラーニングなどのアルゴリズムは既に社会の多く

の場面で活用されており、また IBM社の TrueNorthなどのような脳型情報処理に特化したハード

ウェアも開発されている[1]。これらによって脳型情報処理の優位性の一端は実証されている。一

方でこれまでに開発されている脳型情報処理用のハードウェアの設計思想の延長では、本来脳が

持つ小型性（~1リットル）や低消費電力性（~10ワット）を実現ことは困難であり、技術的に大

きな飛躍が必要である。脳により近いレベルの小型性、低消費電力性を実現するためには、ニュ

ーロンやシナプスなどの脳の構成要素により近い動作をする新概念の固体デバイス、および脳の

内部のネットワークに近い回路・アーキテクチャを採用したハードウェアを構築する必要がある。 

本講演では著者らが研究を進めているアナログスピンメモリ素子を人工シナプスとして用いて

構築した人工神経回路網と、それを用いて行った脳型情報処理の原理実証について紹介する。用

いたアナログスピンメモリ素子は反強磁性体と強磁性体の積層構造から構成され、スピン軌道ト

ルクによって無磁場で磁化を反転でき、かつその反転量を印加する電流に応じてアナログ的に制

御できる[2]。このアナログスピンメモリ素子 36個を用いて構築した人工神経回路網を用い、連想

記憶と呼ばれる脳型情報処理の代表的な動作の模擬実験を行った。多数回の試行の結果、用いた

アナログスピンメモリ素子は脳におけるシナプスと同様に学習によってパターンを不揮発に記憶

し、かつ不完全な入力に対しても元のパターンを想起する性能を有していることが確認された[3]。 
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